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からっ風通信 
群馬県大学図書館協議会会報 

当館は入口扉付近に学習スペースと開架書

架のある閲覧エリア、奥に閉架書架とオー

ディオビジュアルコーナーを設置した1階建て

の平面構造になっています。看護学、診療放

射線学に関連した専門書・専門雑誌の取扱

いを特色として資料の収集・保存を行ってい

ます。 

新型コロナウイルス感染症に関連して、大学

と学生たちの生活は変化が著しいですが、新

たに電子ブックサービスの導入準備を進める

など、本学の学生が求めるサービスと、これ

からの大学の学修の在り方に寄り添ったサー

ビスの方針を日々模索しています。 
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附属図書館 
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【概要】 

 近年、読み書きのためのメディアの主役が、紙からデジタルにシフトしています。紙はデジタルで置き換え

られるのか。デジタルメディアと比較した場合の紙の本質的な価値とは何なのか。認知科学の観点から様々な

比較実験を検証し、導かれた結果は「読書は身体的行為である」ということ。それをふまえて、体験を重視す

る読書（Reading2.0）や図書館への期待が提唱されました。  
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研究会報告 

大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修 
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催） 

〇令和３年度第２回 
日 時：令和4年3月3日（木）13時30分～15時50分 

場 所：Web会議ツール（Zoom）によるオンライン 

参加者：94名（大学図書館16名、公共図書館１名、学校図書館17名、一般60名（県外図書館含む）） 

講 演：「読み書きメディアの認知科学～未来の読書と図書館を考える～」  

        群馬大学情報学部教授 柴田博仁氏  

【参加者の意見等】 

● 読書が身体性を伴う行為だというお話がとても興味深かった。読書をオシャレな趣味にしたい、前橋を読

書のまちにしたいという先生の夢にワクワクした。 

● 学生の読書離れ、デジタル資料の導入など現在抱えている課題にヒントをいただいた。今後も図書館への

ご教示をお願いしたい。 

● 司書教諭として学校図書館に関わっている。ノートとタイピングによる思考の違いや道具決定論の話が大

変興味深かった。また、Reading2.0の提案も大変興味深いものだった。読書そのものの行為を進めること

はこれまでもあったが、体験や読み方を普及したり支援したりすることはあまりなかった。SNSなどの普

及により子どもの興味関心も変わってきていると思うので、それらにアンテナを高くしつつ、「読書活

動」を推進していけたらと思う。 

● 小学校の教員をしている。今回の講演は、どの部分もとても勉強になった。何となく思っていたことが、

データの側面からはっきりと分かり、学習のあり方、付けるべき力を考えていく、一つの大きな根拠とで

きそう。 

 

など、参加者のそれぞれの立場から実りある講演だったと感想が寄せられ、大変有意義な研修となりました。 

配信会場：群馬大学 講師 柴田博仁氏 
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研究会資料（１） 
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研究会資料（２） 



令和4年3月30日 からっ風通信47号（5） 

研究会資料（３） 
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研究会資料（４） 
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研究会資料（５） 
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トピックス 放送大学群馬学習センター  

 放送大学群馬学習センターでは、英語多読を通し

て学びの仲間を地域に広げることを目指し、群馬大

学教育センターのベルジュロン・シルヴァン先生を

講師にお迎えし、北群馬郡吉岡町及び藤岡市教育委

員会と連携して、英語多読入門講座を開催しまし

た。吉岡町及び藤岡市職員の方にご協力を頂き、回

覧板にてチラシを配布し、広報等で受講生を募集し

ました。 

 英語多読とは、辞書を引かずに、分からないとこ

ろは飛ばして先へ進み、楽しみながらたくさん読む

ことです。講座では、五人一組になり、英語で書か

れた物語を読み、内容や登場人物について想像を働

かせ、議論し、会話します。 

 始めは戸惑っている参加者に、お手伝い頂いた当

センターの学生たちが「こういう時はこう考えるの

ですよ」と、接していくことにより、時間がたつの

を忘れるくらい、楽しく笑顔のある場になりまし

た。 

 当センターでできることを再確認し、楽しい学び

の場を実現していきたいと思います。 

 

 

吉岡町、藤岡市における英語多読入門講座 

トピックス 共愛学園前橋国際大学図書館   

 群馬県の方言を取り入れた「ぐんま方言かるた」

を書店などでご覧になった方はいらっしゃいますで

しょうか？2012年に発売し、1万部を売り上げたと

のことです。 

 そしてこの度、第2弾となる「ぐんま方言かるた

Ⅱ」が販売開始となりました。方言学、芸術、経済

学の3つのゼミが、各々の強みを生かして企画から

制作、販売に至るまで取り組んだ商品です。群馬県

の大切な文化の一つである方言を若い世代へ伝えて

いきたいという想いを込め、商品のいたるところに

学生たちのアイデアを取り入れた力作となりまし

た。 

 読み札はコンクールを開催して選び、第1弾では

使用していない方言を採用しています。群馬県なら

ではの「学校方言」や、方言かるたには珍しい「ア

クセント」にも着目したユニークな読み札が揃って

います。方言と標準語を併記することで、方言を学

ぶ教材としても活用できます。 

 絵札には切り絵を採用することで方言の持つ温か

みを表現しました。「共生」や「多様性」について

も考えられるような絵札に仕上がっています。 

 なお、この商品には群馬県の方言をご存じではな

い方も遊べるように、エフエム群馬のアナウンサー

の方々にご協力いただいた読み札のCDがついてい

ます。 

 この「ぐんま方言かるたⅡ」、前作の「ぐんま方

言かるた」が、多くの方々に方言の豊かさを感じて

いただき、群馬県に愛着を持つきっかけになりまし

たら嬉しい限りです。 

「ぐんま方言かるたⅡ」2021年12月販売開始 
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編集後記 

 研究会での柴田先生のご講演には、教育現場の方からの高い関心が伺えました。デジタルと紙での読み書きの

認知の違いを科学的に知ることで、それぞれの特性も整理されました。「識字脳は意図的に鍛えないと育たない」、 

図書館で働く身として、このことも忘れずにいたいと思います。 

 放送大学群馬学習センターが、今年度末をもって協議会を退会されることになりました。退会を前に、小野里セン

ター長からご寄稿いただきました。長年に渡り協議会運営にご協力を賜り、誠にありがとうございました。  

トピックス 育英大学・育英短期大学図書館  

 今年度初めて、本学学生を対象にした募集企画

「手づくり絵本コンクール ～Beyond the Borders

～」を実施しました。（キャッチコピー「Beyond 

the Borders」は、国籍、年齢、障がいの有無な

ど、ありとあらゆる境界線を越えるイメージを表し

ています。） 

 教員が授業内で参加を呼びかけてくださった効果

もあり、予想を超える110点もの作品が応募されま

した。審査委員長に、絵本作家の野村たかあき先生

をお迎えし、絵本学・児童文化・美術等の関連科目

の教員と図書館運営委員会の担当委員で審査を行

い、入賞作品を決定しました。 

 1月13日(木)の表彰式では、野村たかあき先生か

ら、入賞者の学生に表彰状が手渡され、入賞作品へ

の講評もお話いただきました。 

 絵本を応募してくれた学生からは、「作るのが楽

しかった」「来年も応募したい」との声が聞かれ、

絵本を読むだけでなく、作ってみることで、新たな

絵本の世界の楽しみ方を発見してくれたようです。

最優秀賞に選ばれた絵本『くまのもり』は、印刷物

として発行する準備を進めております。 

「手づくり絵本コンクール ～Beyond the Borders～」を 

実施しました   

表彰式 入賞作品 野村たかあき先生 

2022年 

第108回全国図書館大会 

群馬大会開催！ 

 来年度、第108回全国図書館大会群馬大会がオンライン形式にて開

催予定です。 

   開催日時：令和4年10月6日（木）～7日（金） 

   動画配信：令和4年10月6日（木）～11月30日（水） ※予定 

 全体では17分科会を計画しており、本協議会からは、6名の分科会検

討委員が第2分科会（大学・短大・高専図書館分科会）のテーマや講師

の検討を進めています。 


